
平成３０年８月

子供の未来応援国民運動推進事務局

子供の未来応援基金について



政府における子供の貧困対策
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応援基金
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10月

当初予算化

○全国子どもの貧困
・教育支援団体協議会

○全国フードバンク推進協議会
○こども食堂ネットワーク

等設立

・教育の支援
・生活の支援
・保護者に対する

就労の支援
・経済的支援

・25の指標

＜教育の支援＞

○幼児教育の段階的無償化

○給付型奨学金の拡充

○学校をプラットフォームとした子供の貧困対策

○生活困窮世帯の子どもへの学習支援

＜保護者に対する就労の支援＞

○ひとり親家庭の親の就業等支援

○自治体における、ひとり親家庭の相談窓口の

ワンストップ化

＜生活の支援＞

○「子育て安心プラン」の推進

○生活困窮者の自立支援

○ひとり親家庭の子どもの居場所づくり

○児童養護施設等入所児童の自立支援

＜経済的支援＞

○児童扶養手当の充実

○養育費の確保の支援

地域子供の未来
応援交付金

創設
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子供の貧困対策大綱
（抜粋）

（平成26年8月29日閣議決定）

子 供 の 貧 困 対 策 が 国 を 挙 げ て 推 進 さ れ る よ う 、 国 、 地 方 公 共 団 体 、 民 間 の

企 業 ・ 団 体 等 に よ るネットワークを構築 し 、 各 種 支 援 情 報 等 の 収 集 ・ 提 供 や

子 供 の 貧 困 対 策 に 関 す る 優 れ た 取 組 等 に 対 す る 表 彰 事 業 の 実 施 、民間資金

を活用した支援な ど官公民の連携・協働プロジェクトを 推 進 す る 。 ま た 、 こ の

よ う な 取 組 や 既 存 の 制 度 ・ 施 策 等 に つ い て 積 極 的 に 情 報 発 信 し 、 国 民 の 幅

広 い 理 解 と 協 力 の 下 に子供の貧困対策を国民運動として展開す る 。

法律及び大綱に基づき、国民の力を結集して

全ての子供達が夢と希望をもって成長していける

社会の実現を目指し

子供の未来応援国民運動を始動

国民運動の一環で、

誰もが子供の貧困対策のために行動し、

また、民間同士が支え合える仕組みとして基金を創設

子供の未来応援基金の創設
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子供の未来応援基金を
他の財産と分別して管理

子供の未来応援基金

基金事業審査委員会

基金の使途等を審査し、
審査状況を公表することで、
透明性・公平性を確保する

福祉医療機構と相互に協力し、
PR活動や使途等に関する案作成等

草の根で支援を行うNPO等の体制を強化・
育成し、支援の量的・質的な拡充を図る。

※事務局の運営費用に基金は使用しない

企業や個人

≪国民運動推進事務局≫

未来応援ネットワーク事業
寄付金

①事業報告

②税制優遇

内閣府・文科省・厚労省

福祉医療機構

助成金

NPO等が
公募に申請

約９億９４００万円
（平成30年７月31日現在額）

○ ３５２団体から申請のあった事業の中から、①計画性、
②連携とその効果、③戦略的な広報、④継続性の観点等
から審査を行い、７９団体を採択することとなった。

○ 支援総額は約２億６６００万円であり、１団体当たり
平均約３３７万円を支援する（事業類型別の整理は右の
とおり）。

子供の未来応援基金（未来応援ネットワーク事業）

寄付総額

第２回支援

※第１回は86団体を採択（支援総額 約３億1500万円）。

第２回未来応援ネットワーク事業
事業分類別 内訳

団体数 (件)

様々な学びを支援する事業 20

居場所の提供・相談支援を行う事業 14

衣食住など生活の支援を行う事業 15

児童養護施設等の退所者を支援する事業 5

児童又はその保護者の就労を支援する事業 8

里親又は特別養子縁組の斡旋を実施又は支援する事業 １

その他、貧困の連鎖の解消につながる事業 16 3



企 業

大学等

友人
隣人

任意団体等

国、都道府県、市町村

ＮＰＯ
（例 豊島子どもＷＡＫＵＷＡＫＵ
ネットワーク、 フードバンク山梨
等）

親類等

教育の支援、生活の支援等の各種施策

困った時の助け合い

貧困の状況にある子供等に
寄り添って草の根で支援を実施

国 民 「子どもの貧困を何とかしたい」と
思っている企業・個人等が、
基金を通じて支援団体に
協力を行っていただくことにより
民間同士がつながる。

⇒応援ネットワークの構築

養育費等

公益法人

貧困の状況にある子供たちの抱える困難やニーズは多様であるとともに、貧困であ
るという自覚がなかったり、あっても表に出さないため、実態が分かりにくい。
⇒一人ひとりに寄り添ったきめ細かな支援が難しかったり、必要な支援が届かないこともある。

○地域単位で活動する団体が多く、
当事者に身近であるため、当事
者の状況を把握しやすい。

○一人ひとりの状況に基づき、制度
の枠を越えて弾力的にニーズに
沿った支援や活動がしやすい。

○しかし、零細運営が多く、ＮＰＯ等
同士でのノウハウの共有や横展
開が不十分

子供の未来応援基金

寄付等
強化
育成

支援

貧困の状況にある
子供等

共
助

公
助

互
助
・自
助

民間資金を活用した支援が必要な理由
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子供の未来応援基金に関する活動実績

平成２８年

平成２７年

平成２８年

平成２９年

平成２７年 ４月２日 子供の未来応援国民運動 発起人集会 ※趣意書採択

１０月１日 子供の未来応援国民運動 本格始動。寄付受付を開始。

１０月１９日
子供の未来応援国民運動 発起人会議

※発起人一同より各界各層へ基金への協力を呼び掛け

平成２８年 ２～３月 経団連において各種会議を通じ、基金への協力を呼び掛け

６月２７日
～７月２９日

子供の未来応援基金による支援団体の公募実施

１０月２５日 子供の未来応援基金による支援団体（ＮＰＯ等８６団体）を決定

１１月８日 子供の未来応援国民運動 一周年の集い

平成２９年 ２月１４日 経団連幹事会講演において、加藤大臣（当時）より基金への協力を呼び掛け

５月３０日
日本商工会議所において、全国の商工会議所宛てに基金への協力を呼びか
ける通知発出

１０月
独立行政法人福祉医療機構が推進事務局に加入。子供の未来応援基金管
理法人となる。

１０月１０日
～１１月１０日

子供の未来応援基金による支援団体の第２回公募実施

平成３０年 １月１９日 子供の未来応援基金による支援団体（ＮＰＯ等７９団体）を決定

※ 平成28年１月以降、随時事務局において広報・募金活動や民間企業等へ協力依頼を実施 5



「子供の未来応援基金への御協力について」（平成２７年１０月１９日）
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※上記は御支援いただいた企業様の一部です。その他にもたくさんの企業様から御支援をいただいています。

企業からの御支援
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■楽天グループは、「寄付月間」の公式
認定企画として、インターネット募金
サービス「楽天クラッチ募金」を通じて、
楽天ポイント等による基金への寄付受付
を実施。

実施期間／平成29年12月１日～12月28日

ポイントプログラムの寄付メニュー

■（株）ＮＴＴドコモは、ポイントプログラム
「ｄポイントクラブ」の利用メニューに、
基金への寄付メニューを創設。
(平成28年１月～)

企業等による特性を活かした子供の未来応援基金への御協力①

店舗などに募金箱を設置

■（株）イトーヨーカ堂は、全店舗の会計
レジに募金箱を設置。（毎年３月～５月）
平成30年から、（株）セブン＆アイ・フード
システムズにも拡大して実施。（デニーズ
全店舗とファミールの一部店舗）

実施期間／平成28年３月１日～４月14日
平成29年３月１日～５月31日
平成30年３月１日～５月31日

従業員参加型のＣＳＲ活動による寄付
■日清食品ホールディングス（株）は、従
業員参加型のＣＳＲ活動を実施し、参加
費相当額を基金に寄付。

実施期間／平成28年４月～９月
平成28年12月～平成29年４月
平成29年12月～平成30年７月

店頭ポスター

利用メニュー画面

寄付月間バナー

第21弾「六十年寝太郎プロジェクト」

寄付型自動販売機の設置

■売上げ１本につき10円が基金に
寄付される、ディック・ブルーナ氏
のイラスト入りの寄付型自動販売
機。
（平成30年６月～）

チラシ 内閣府にも設置

■タマホーム（株）は全店舗に募金箱と
ポスターを通年設置。
（平成28年６月～）
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こどものみらい古本募金チラシ

■古本による寄付のしくみ「こどものみらい古本募金」（平成28年11月～）

読み終えた本等を、提携会社（株）バリューブックス宛てに送ると（合計５点から送料無料） 、
買取金額が基金に全額寄付される。
対象商品 ： 本、ＤＶＤ、ＣＤアルバム等

■物品による寄付のしくみ「子供の未来応援お宝エイド」（平成28年12月～）

不要になった物品を、提携会社TMコミュニケーションサービス（株）宛てに送ると（送料無料）、
買取金額に10％上乗せした金額が基金に寄付される。
対象商品 ： 切手、はがき、貴金属、ゲームソフト、楽器等

■子供服による寄付のしくみ「こども服みらいファンド」（平成29年10月～）

着られなくなった子供服を提携会社（株）キャリーオンに送ると（送料無料）、買取金額が
基金に全額寄付される。原則10点以上。

対象商品：新生児～140サイズまでの子供服 ※一部量販店商品のブランドは除く

本業を活かした寄付の仕組みを創設

子供の未来応援お宝エイドチラシ こども服みらいファンドチラシ

企業等による特性を活かした子供の未来応援基金への御協力②
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国民運動におけるマッチング事業

○企業とNPO等団体の、顔の見える交流を行うもの。
（特徴）
・支援をする側と支援される側が直接会うことで、マッチングを促進

○全国的にネットワークを有する団体が当該団体に加盟する団体と企業とを
つなぐもの。

（特徴）
・比較的大規模な支援にも対応可能

○企業ができる協力内容と、NPO等のニーズの双方を掲載し、相互に検索できる
ようにしたもの。

（特徴）
・ホームページ上で実施するため全国的なマッチングが可能
・多様なニーズに対応可能

マッチングサイト

マッチングフォーラム

マッチングネットワーク推進協議会

https://www.kodomohinkon.go.jp/matching/

10



29年度は全国８箇所（さいたま、新潟、姫路、高松、仙台、長野、福岡、柏）で「子供の貧困
対策 マッチング・フォーラム」を開催。

マッチングフォーラム

政府からの現状説明（姫路）

パネルディスカッション（さいたま） 自由交流会（姫路）

有識者による講演（新潟）
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